
み
ず
も
り

静
岡
・水
守
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
藤
枝
市
水
守

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
７
）
一
〇
月
―
二
〇
〇
〇
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
藤
枝
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
八
木
勝
行

。
鈴
木
隆
夫

・
磯
部
武
男

。
池
田
将
男

。

岩
木
智
絵

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
関
連
お
よ
び
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
五
世
紀
―

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

水
守
遺
跡
は
藤
枝
市
内
の
東
部
、
葉
梨
川
と
瀬
戸
川
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た

沖
積
微
高
地
上
に
あ
る
大
規
模

な
集
落
跡
で
、
土
地
区
画
整
理

事
業
に
伴
う
調
査
を

一
九
九
六

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
遺
構

は
、
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
二

地
点

（水
守
Ｉ
・
Ⅱ
遺
跡
）
に
ま

配

と
ま
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
遺

静

跡
の
南
側
に
は
益
頭
郡
行
の
所

在
地
と
推
定
さ
れ
る
郡
遺
跡
が
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隣
接
す
る
。

水
守
Ｉ
遺
跡
は
古
墳
時
代
及
び
奈
良

。
平
安
時
代
の
集
落
遺
跡
で
、
調
査
地

の
東
側
で
古
墳
時
代
の
竪
穴
式
住
居

・
掘
立
柱
建
物

・
河

・
溝
な
ど
が
検
出
さ

れ
、
河
跡
か
ら
は
、
祭
祀
遺
物
と
大
量
の
土
師
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。　
一

方
、
西
側
の
区
域
を
中
心
に
、
奈
良
時
代
後
半
―
平
安
時
代
前
半
の
二
七
棟
の

掘
立
柱
建
物
群
が
、
お
よ
そ
四
〇
ｍ
×
六
〇
ｍ
の
範
囲
に
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ

れ
て
い
る
。
全
体
的
に
土
器
等
の
遺
物
は
少
な
い
が
、
墨
書
土
器

令
益
少
領
」

を
含
む
）
・
石
帯
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

水
守
Ｈ
遺
跡
は
奈
良
―
平
安
時
代
の
官
衛
関
連
の
集
落
跡
で
、
五
〇
基
の
井

戸
遺
構
、
掘
立
柱
建
物
群
に
伴
う
遺
構
や
、
区
画
す
る
溝
状
遺
構
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
特
に
遺
跡
の
中
心
部
と
み
ら
れ
る

一
画
で
は
、
溝
で
区
画
さ
れ
た
お

よ
そ
六
〇
ｍ
×
七
〇
ｍ
の
範
囲
に
、
方
向
性
と
規
格
性
を
も
っ
た
掘
立
柱
建
物

群

（倉
庫
群
か
？
し
が
集
中
し
、
柱
穴
の
重
複
の
状
況
か
ら
平
安
時
代
中
期
を

中
心
に
数
回
の
建
て
替
え
が
認
め
ら
れ
る
。
土
器
類
、
礎
板

・
柱
根
、
祭
祀
遺

物
な
ど
の
ほ
か
、
墨
書
土
器

。
銅
製
帯
金
具

（巡
方
▼

円
面
硯

・
板
絵
馬
な

ど
が
出
土
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
を
中
心
と
し
た
郡
遺
跡
よ
り
も
年
代
は
や
や

下
が
る
が
、
益
頭
郡
衛
跡
と
関
連
す
る
遺
構
群
と
考
え
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
遺

跡
で
あ
る
。

木
簡
は
水
守
Ｉ
遺
跡
か
ら
三
点
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
ω
②
は
溝
状
に
な

っ
た
奈
良
時
代
末
期
の
低
地
か
ら
、
木
簡
０
は
掘
立
柱
建
物

（Ｓ
Ｂ
一
五
）
の

柱
穴
の
埋
土
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
Ｓ
Ｂ

一
五
は
、
約
四
ｍ
×
五
ｍ
、
二
間
×

四
間
の
建
物
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

奈
良
時
代
自
然
堆
積
層

〔能
学
什
一カ
〕

ω

　

自
今
日
口
□
□
口
日
日
日

日
日
回
□
□
奉
移
之
□

（∞∞
Ｐ）
×
］卜
×
釦
　
Φ
Ｐ
Ｐ

②

　

「

＜

日

日

― 十

日

□

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

巽

μ

反

Ｐ

～

畠

］

掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
一
五
柱
穴

⑤

　

日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｈ
日
日
日
□
□
□
」
　

　

　

（醤
ｙ
ｅ
Ｗ
釦
Φ毬

側
は
二
次
的
に
四
片
に
切
り
折
り
さ
れ
た
文
書
風
の
木
簡
で
あ
る
が
、
墨
痕

は
明
瞭
で
な
く
、
文
意
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
。

②
は
上
部
に
切
り
込
み
を
持
つ
小
型
の
付
札
で
完
形
だ
が
、
物
品
名
は
読
み

と
れ
な
い
。

①
は
下
端
を
尖
ら
せ
た
串
状
の
木
簡
で
、
表
面
に

一
二
字
分
ほ
ど
の
墨
痕
が

認
め
ら
れ
る
。
建
物
柱
穴
底
か
ら
検
出
さ
れ
て
お
り
、
呪
符

（地
鎮
）
と
も
み

ら
れ
る
が
、
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

藤
枝
市
教
育
委
員
会

『藤
枝
市
文
化
財
年
報
』
平
成
八
年
度

。
九
年
度

・
一

〇
年
度

盆
九
九
八
年

。
一
九
九
九
年
。
二
〇
〇
〇
年
）
（八
木
勝
行
・
岩
木
智
絵
）




